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ビジネスメディアサービ

ス"TWX-2l”を開発した,
企業間EC推進本部企画

部の松縄正人部長(左)と

鎌田芳栄主任技師(右)｡

世界をビジネスパートナーにする日本初

のビジネスメディアサービス"TWX-21”

インターネット･イントラネットをはじめとする情報

通信技術の社会への浸透と,企業活動のボーダーレス

化･グローバル化が急速に進展する中で,企業経営は互

いの機能を補強し合い,ネットワーク上で電子取引が行

われる｢協調ビジネスの時代+へ突入しようとしている｡

そこで,21世紀の産業構造を支える新社会インフラスト

ラクチャーとして,セキエアなネットワーク基盤と拡張

性の高いビジネスプラットフォーム,企業間取引に必要

なビジネスアプリケーションなどを体系化した企業間ビ

ジネスメディアサービス"TWX-21''を商品化した｡

◆ネットワーク運用実績とセキュアな商取引

技術が結実

一丁WX-21が登場した背景は｡

｢日立は,約2,100社が利用する資材購買用のネットワ

ークサービスを,12年前から運用してきましたが,近年,

会員企業から図面やCADなどの大容量データを送りた

い,海外企業とも新規に取り引きしたいといった新しい

ニーズが寄せられるようになりました｡そこで,これら

のニーズにこたえるために,インターネッ

トなどのオープンネットワーク対応技術を

利用して,企業間取引が安全に,効率よく,

円滑に行うことができるネットワークサー

ビスを構築しようとすることになり,より

オープンで付加価値の高い企業間ビジネス

プロトコルの標準化を図るとともに,通商

産業省のEC推進事業などで培った,セキエ

アな商取引を実現する技術的ノウハウも盛

り込むなど,TWX-21の開発に取り組んだ

のです｡+

◆国内初の一貫した企業間ネット

ワークサービスを提供

一丁WX-Zlの特徴は｡

｢マーケテイングから設計,製造,検査,販売,流通,

決済,さらには保守,廃棄までの一連の業務を支援する

総合的なビジネスアプリケーションを開発していきま

す｡全員企業は,オープンかつフェアに企業間二取引でき

るビジネススペースと,セキエアで信頼性の高いネット

ワークインフラの上で,業種･業界の枠を越えて,これ

らのビジネスアプリケーションを利用することができま

す｡また,そのプラットフォームにはCORBA*やJava*な

どに代表される分散オブジェクト技術を採用することに

より,アプリケーションの拡張や異機種間の接続なども

可能としています｡会員企業は,TWX-21に登録するだ

けで自社のパソコンから容易にアクセスすることがで

き,受発注や決済をはじめ,付加価値の高い各種企業間

ネットワークサービスの利用が可能です｡+

一導入すると,どんなメリットが得られるのか｡
｢低コストで企業間取引が実現できるほか,固定化され

た企業連携ではなく,数多くの企業とのビジネスパート

ナーシップが構築できます｡図面や仕様書の相互交換に

より,設計･生産効率や見積もり効率の向上,事務処理

コストの低減も図れるでしょう｡さらに,電子取引の現

状が確認できる企業情報や,サンプル品も含めた会員間

だけの製品情報などをエクストラネットで配付すること

により,今までにないワールドワイドで,きめ細かなビ

ジネスチャンスを創造することが可能です｡+

-これからの展開は｡

｢わが国以外にも,アジア･米国･欧州の3梅にネット

ワーク基盤を拡大しながら,2000年には10,000社以上の

ビジネスネットワークを構築したいと考えています｡そ

して,当社以外の新たなサービス事業者の参加も歓迎し

ながら,TWX-21を企業間ビジネスメディアサービスの

グローバルスタンダードにしていきたいですね｡+

ビジネスアプリケーションサーバ

資材･彿貫

サービスサイト

決済

サービスサイト

ED】

サービスサイト

企兼情報

サービスサイト

MCサーバ

(MasterotCeremony)

会員管理,課金管理,

ネットワーク状況管理一運用監視.

他社∈C接続ほか

■ ■ l■ ■

1‾WX-21専用ネットワーク
(1WX-21書用のセキュアなTCP/lPネットワーク)

セキュリティ管軋トラヒック監視.ネットワーク運用管理など

インターネット

会長企暮 会長企業

会員企業 会員企業 会見企集

ビジネスメディアサービス"TWX-2l”のシステム概要
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篭"NetworkObjectplaza”の開発にあたった,ソフトウエア開

発本部計画部副部長兼 インタネット･イントラネット

基盤センタ副センタ長の碧藤眞人(手前)と,同センタの

尾山北一主任技師(奥)｡

メインフレームとサーバとの

相互連携を実現する

分散オブジェクト環境ソフ

ソリューションサービス
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トウェアと

"NetworkO叫ec叫aza”

インターネット･イントラネットの普及により,企業

情事艮システムは,メインフレームやUNIX*/PCなど,異

なるプラットフォームで構成する分散システムが主流に

なりつつある｡このようなネットワーク環境を基本とし

た企業情報システムでは,異機種間のプログラムの相互

連携を可能とする,新たな基盤整備が必要となる｡そこ

で,同環境を実現する分散オブジェクト技術を駆使した

ソフトウェアやソリューションサービスを"Network

Objectplaza''として体系化した｡

◆さまざまな情報システムを効率的に連携

一分散オブジ工クト技術が必要とされる背景は｡

｢今後,企業が新しい時代のパラダイムに対応していく

には,既存の情報資産を有効に活用しながら,流通ソフ

トやシステムパッケージを組み合わせて,ビジネス環境

の急激な変化に対応できるシステムをスピーディーに構

築していかねばなりません｡しかし現状の企業情報シス

テムでは,異機種複数システム間や,新システムと既存

システム間の連携が非常に困難な状況に置かれています｡

そこで登場したのが分散オブジェクト技術です｡この

技術を使えば,ハードやOS,言語に依存することなく,

異なるアプリケーション間を｢にかわ+ではり付けるよ

うな形で高度に連携させながら,新しいタイプの企業情

報システムを短期間に構築することが可能となります｡+

一分散オブジ工クト技術に対する日立の取組みは｡

｢システム構築の基盤となるミドルウェア"TPI∋roker''を

米国VisigenicSoftⅥ7are社と共同開発しましたが,OMGぷ1)

が確草したCORBA※2)準拠のソフトとして国内外で高く
評価され,すでに企業間ビジネス メディアサービス

``TWX-21''や,米国Bank ofAmericaのインターネッ

トバンキング用ソフトとしても採用されています｡+

◆日立製作所の分散オブジェクト技術とSl技術を体系化

-NetworkObjectplazaの特徴は｡

｢日立が大規模な基幹システムの構築や先進企業との

アライアンスを通じて培った分散オブジェクト技術と

SI技術を体系化した商品で,分散オブジェクト基盤,シ

ステム連携基盤,開発環境,システム管理環境,アプリ

ケーションフレームワーク,ソリューションサービスと

いった6種の要素で構成しています｡これらを使えば,

メインフレームのアプリケーションに変更を加えること

なく分散オブジェクト基盤に取り込んだり,流通ソフトを

まるで自社システムの一部として使えるようになるなど,最

新鋭のシステムを効率的かつ迅速に構築できるのです｡+

-今後の展開は｡

｢NetworkObjectplazaの基幹技術となるセキュア コ

ンポーネント インテグレーション フレームワーク那)

に基づく製品･サービスや,その他のアプリケーション

をさらに充実させていくほか,分散オブジェクト技術を

これからの企業情報システムの技術基盤として,より積

極的に採用していきたいと考えています｡+

ソリューションサービス

アプリケーション

開発環境 アプリケーション
フレームワーク

システム

管理環境

システム連携基盤

セキュアコンポーネント
インテグレーションフレームワーク

分散オブジェクト基盤

CORBA

NetworkObjectplazaの体系

※りOMG(ObjectManagementGroup)

750以上の法人メンバーを持つ世界最大規模のソフトウェア団体｡主
な活動はCORBAなどの分散オブジェクト環境の基盤となる仕様を発

表していくこと｡

※2)coRBA(CommonObjectRequestBrokerArchitecture)
OMGで定められた分散オブジェクト環境の国際標準仕様｡

※3)既存システムを分散オブジェクトの技術で包み込むラッピングなど

の新しい技術を含むインテグレーションフレームワーク｡
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液晶モニタで省スペース性を実現した

スリム デスクトップパソコン
"FJORA310”

かつて液晶モニタと言えば,ノートパソコン専用のデ

バイスというイメージが強かった｡しかし,CRTと比べ

た場合の省スペース性と,消費電力や電磁波の少なさな

どが人気を呼び,昨年からデスクトップパソコンヘの採

用が急激に増えている｡そして,この｢液晶デスクトッ ト}

プ+という新しいジャンルを,いち早く開拓してきたの

が日立製作所｡その代表モデルが,オフィスに新時代を

告げる液晶一体型スリム デスクトップ パソコン

"FLORA310''である｡

◆オフィスへの新しい提案

-FLORA3IOを開発した背景は｡

｢わが国のオフィスでは,机の上を大きなパソコンが占

拠して,人間が不便を強いられているケースが決して少

なくありません｡そこで,デスクを専有せず,省スペース

性にこだわったパソコンを提案しようということになり,

日立が得意とする液晶技術の導入を思いついたのです｡+

一関発過程のエピソードは｡

｢当初は現在のような一体型ではなく,液晶ディスプレ

イと分離したマイクロタワー型を考えていました｡しか

し,徹底的に省スペース性を追求するなら,液晶モニタ

と一体化させたほうがよりコンパクトになるし,レイア

ウトも使い勝手も向上するのではという結論に達しまし

＼ゝ12.】インチモデル``FLORA31『と15インチCRTディスプレイとの比

較図(当社比)

㌔翠
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``FLORA310”を開発し

た,オフィスシステム事

業部PC本部第二設計部

の原信彦主任技師(右)と
平松仁昌技師(左)｡

た｡その過程で,限られたスペースの中にどのようにマザ

ーボードを組み込み,効率よくインタフェースを配置する

かなどで議論を戦わせましたが,最終的にはスタッフ全員

が納得のいくモデルを提案できたと自負しています｡+

◆奥行きわずか19cmで,自在な配置が可能

-FLORA310の特徴は｡

｢広視野角で鮮明な13.3インチスーパーTFT液晶モニ

タとシステム装置を一体化し,奥行きわずか19cmを実

現しました｡ボディ背面のコネクタ類も邪魔にならない

ようくふうしてあるので,壁にピッタリと寄せて設置す

ることができます｡これにより,従来のCRTディスプレ

イ採用のデスクトップパソコンに比べ,設置面積は約÷
となり,限られた机上スペースを有効に活用することが

できます｡また,MMX⑧pentium⑧*プロセッサをはじ

め,高速EDODRAM,大容量3.2Gバイトハードディス

クや平均10倍速CD-ROM,10BASE-TLANインタフェ

ースなど,従来のデスクトップに勝るとも劣らない高性
能も実現しています｡+

一今後の展開は｡

｢キーボードやマウスに無線技術を採用し,机の上のケ

ーブル類を一掃したモデルがすでに製品化の段階に入っ

ています｡あとは,滴品技術そのものの進展に伴い,より

コストパフォーマンスが高く,大きなサイズの液晶モニ

タを投入していく予定です｡また,PDAやノートパソコ

ンにしかない機能なども積極的に採用して,今までにな

いジャンルの製品としてアピールしていきたいですね｡+
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21世紀の通信インフラストラクチャーを支える

世界最高速10Gビット/s光伝送装置
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10Gビット/s光伝送
装置を開発した,情

報通信奉業部公衆通

信本部ソフトウエア

部の品田重男主任技

師(伝送システム担

当)(左)と光伝送本

部中継伝送部の森隆

主任技師(右)｡

本格的なマルチメディア時代の到来により,インター

ネット通信の飛躍的な拡大や映像の広帯域サービスなど

に対応する,中継伝送システムの高速･大容量化が重要

な課題となっている｡そこで日立製作所は,1本の光フ

ァイバで電話換算約12万回線を伝送できる世界最高速の

10Gビット/s光伝送装置を開発｡世界標準の監視制御シ

ステムとともに,本格的な北米市場への参入に乗り出

した｡

◆マルチメディア時代の基幹ネットワークを構築

一川Gビット/s光伝送装置開発のねらいは｡
｢現在,通信分野では音声だけでなくデータや映像を含

んだ､マルチメディアサービスへのニーズが高まっていま

す｡この傾向は特に北米で強く,各通信業者にとっては

高速･広帯域の通信ネットワークの構築と,ネットワー

クの高機能化･高信頼化･経済化が,ともに重要な課題

となっています｡こうした要求にこたえられる伝送方式

が,ITU¶T(国際電気通信連合電気通信標準化部門)で

国際標準となったSDH(Synchronous DigitalHierar-

Chy)と北米標準のSONET(Synchronous OpticalNet-

work)伝送方式で,次代の通信インフラを支える伝送方

式として近年急速に普及しています｡そこで当社として

も,こうした北米のユーザーニーズにこたえつつ,口本

でも同様のインフラが必要とされることを見通して,10

Gビット/sという世界最高速の光伝送装置"SONETOC-

192''を開発し,米同MCI社に納入しました｡+

◆TMN網管理システムも開発

一SONETOC-192の特徴は｡

｢このシステムは,局内信号をPointtoPoint型につなぐ

『多重化装置』と,伝送路をリング状につなぐ『分岐挿入型

多重化装置』,長距離を伝送する間に減衰した光信号を

再生する『再生中継装置』などで構成しています｡今回

は2種類の多重化装置をブロック化して,サービス【▲‾Pで

も拡張可能な形にしたことで,ネットワークの構成変更

にも柔軟に対応できるシステムにしました｡また,自社

開発の10Gビット/s光モジュールは最大140kmという,

これまでにない長距離伝送が可能となっています｡+

¶システムの信頼性と保守･運用性に関しては｡

｢公衆通信サービスを提供する機器設備の管理･運用

に関しては,一定品質の綱管理サービスをグローバルに

かつ廉価に提供するTMN(Telecommunications Man-

agementNetwork)という構想が,ITU-Tをはじめ,さ

まざまな標準化機関で研究されています｡そこで当社は,

最新のTMN国際標準を取り込んだ監視制御システムを

開発しました｡これにより,伝送網管理業務の合理化と

信頼性の向上が図れ,将来にわたってもより高度な

TMNを実;呪することができます｡+

】今後の展開は｡

｢10Gビット/s光伝送装置はすでに日本電信電話株式

会社にも導入されていますが,今後は顧客ニーズにこた

える装置ラインアップの拡充を図るとともに,光伝送技

術の高度化で,40-80Gビット/sといった大容量化も実

現していきたいと思います｡+

[コ

[コ

ADM 2.4G/800M ADM LTE

壬召匹亘ヨ[耳二β

白
2.4G/600M

SONET OC-192のシステム構成

EMS

[コ

ワーキング

プロテクション

匝∃

2.4G/600M

注:略語説明など
(10Gビット/S光伝送路)

LTE(LineTe｢mma加9Equipment)

ADM(Add-DropMuH叫exer)
EMS([lemenlManagementSystem

NMS(NetworkManagemenlSystem

5
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プログレッシブスキャン方式の

ワイドテレビ
｢マジックウインドウシリーズ+

｢マジック ウインドウ シリーズ+の開発に当

たった,映像情報メディア事業部AV製品本部

の梅田雅彦主任技師(左),マルチメディアシ

ステム開発本部第一部の杉山雅人主任技師
(中),電子デバイス事業部ブラウン管設計部

の川村克之技師(右)｡

近くで見ても目が疲れにくい,まったく新しい画質の

テレビが誕生した｡日立製作所が開発した｢マジック ウ

インドウ シリーズ+は,通常のテレビ放送を2倍の走査

線数で表示する｢プログレッシブスキャン方式+を採用｡

滑らかで目に優しい高画質を実現した｡モジネット(文字

情報)のさまざまな情報にも簡単にアクセスできる｢アク

セスウインドウ+機能も搭載｡ディジタル化,マルチメ

ディア化の進展に対応した次世代のテレビとして注目さ

れている｡

◆使いやすさと見やすさにこだわる

-どのような考え方から生まれたのか｡

｢放送メディアは急速にディジタル化,マルチメディア

化が進んでいます｡中でも,インターネットやモジネッ

トなど,静止画情報では細かい文字やグラフィックを多

用した映像が増加しています｡通常のテレビ番組に加え,

これらの静止画情報を,最近増えている30型以上の大画

面テレビで表示すると,走査線の粗さや横線の揺れが目

立ちます｡そこで,静止所像もきれいに表示するプログ

レッシブスキャン方式で,使いやすく見やすいテレビを

目指しました｡+

-なぜ,日に優しいのか｡

｢通常のテレビでは,走査線を1本置きにスキャンし,

2フィールドで1枚の映像を表示しています｡このため,

画面が大きくなるほど走査線の間隔が空き,横線のちら

つきも大きくなります｡人間の目は細かなちらつきにも

反応し,焦点を合わせようとするので疲れます｡こうし

たことから,多様な入力信号の画像フォーマット変換が

1チップでできるプログレッシブLSIを開発｡通常のテ

レビ放送を,倍の密度でスキャンし,1フィールドで1

杖の映像を表示する新方式を可能にしました｡また,従

来のテレビで培ってきた信号処理技術,ブラウン管開発

技術を駆使し,きめ細かくクリアな高画質を実現してい

ます｡+

◆｢チャネルを選ぶ+から,｢情報を選ぶ+へ

-どのような楽しみ方ができるのか｡

｢チャネルを選ぶ楽しみに加えて,知りたい情報で選べ

る機能を充実させました｡スポーツ,料理など,モジネ

ットが提供する情報へのアクセスも,アイコン表示で選

ぶだけ｡利用頻度の高い天気情報は,ワンタッチで呼び

出せます｡家庭にあるパソコンと接続すれば,パソコン

とテレビの二つの画像を同時に楽しめます｡マジックウ

インドウは,プログレッシブスキャン方式による製品化

の第一弾として,半世紀にわたるテレビの歴史を大きく

変える一歩を踏み出しました｡この高画質技術を柱に,

ディジタル化,マルチメディア化という環境変化に対応

した新しいテレビの時代を開いていきたい｡+
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32型ワイドクリアビジョンテレビ"W32-Gl''
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マルチメディア時代のニーズに

こたえる,書き換え可能な大容量
DVD-RAMドライブ

屯

DVD-RAMドライブを開発した,映像情報メディア事業部光ストレ

ージ本部企画部の宇佐美慎一部長(右)と同本部ギガファイル開発
部の新井紳一部長(左)｡

マルチメディア時代の中核となるパソコンには,大容

量･小型の記憶装置が必須である｡そこで日立製作所は,

CD-ROMの約7倍に相当する4.7Gバイトもの容量を持

つDVD-ROMの標準化に当初から参画し,核となる主要

技術を開発｡1997年3月にはDVD-ROMドライブで初の

2倍速モデルを発表し,同年6月には書き換え可能なDVD-

RAMドライブを世界で初めてサンプル出荷した｡

◆DVD関連の主要技術を開発

-DVDに対する日立製作所の取組みは｡

｢日立は半導体レーザ光ヘッド,相変化膜1ビームオー

バーライト技術など,数々の光ディスク関連技術を年み

出してきましたが,このノウハウと技術の蓄積こそが,

1996年にいち早くDVD-ROMドライブの開発に成功し

た要因です｡また10社‾が集うDVDフォーラムでも,書き

換え可能なDVDrRAMワーキンググループの主査とし

て,幅広いユーザーの意見を取り入れ,規格統一のFトじ､

的な役割を果たしてきました｡その一方,1997年6月に

は世界で初めてDVD-RAMドライブのサンプル出荷を

行い,同年12月から量産体制に入ったところです｡+

◆幅広い応用製品の開発も視野に

-DVD-RAMドライブ｢GF-1000シリーズ+の特徴は｡

｢高出力650nmレーザを搭載した独自開発の2レンズ

2レーザ光ヘッドや,高速対応DSPを含むLSIチップセ

High=ghts
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ットなどにより,片面2.6Gバイト･両面5.2Gバイトも

の大容量データを正確かつ高速に書き換えることが石†能

です｡また,再生用のDVD-ROM/Rについては2倍速の

車云送レートで高速検索が可能なほか,CD-ROMの再生も

スムーズに行えます｡そして,光ヘッドに搭載した780nm

の赤外半導体レーザにより,最近急速に需要が伸びてい

るCD-Rディスクの再生も可能としました｡+

-DVD-RAMのさらなる大容量化については｡

｢臥屯はすでに,記録技術の高精度化と高密度化によ

る,片向4.7GバイトのDVD-RAM基本技術を開発して

います｡もちろん,すでに規格合意されている2.6Gバイ

トのフォーマットを継承しているため,互換性もしっか

り確保しました｡今後は,1998年中にDVDフォーラム内

での規格統一を図り,1999年には順次,製品化を行って

いく予定です｡+

【DVDの応用範囲は今後,どのように広がるのか｡
｢DVDはデータの大容量ストレージメディアとして,

またコンピュータとホームAVを結ぶブリッジメディア

として,オフィス,社会,家庭でのさまざまなアプリケ

ーションを広げることが予想されます｡日立としても,

DVD-RAM搭載のマルチメディアパソコンや,DVD-

RAM応用サーバ,光ファイリングシステムなどのコン

ピュータシステム,さらには日立MPEGカメラ用の画像

ファイルシステムやDVDレコーダなど,コンピュータ用

途からエンタテインメントの分野まで,幅広い応用製品

の開発を進めていきたいと考えています｡+

DVD-RAMドライブ
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日本で生まれた本格的なマルチメディア

百科事典｢マイペデイア97/98+

最先端のマルチメディア･データベース技術を擁する

日立製作所と,優れた編集ノウハウ･豊富なコンテンツ

を擁する株式会社平凡社が強力なスクラムを組んだの

が,1996年10月に設立された株式会社日立デジタル平凡

社｡付加価値の高いディジタルコンテンツで21世紀の｢情

報水先案内人+を目指す同社が,記念すべき第1号とし

て発刊したのが,日本初の本格的マルチメディア百科事

典｢マイペデイア97+である｡

◆手のひらに乗る｢膨大な知のデータベース+

-｢マイペデイア+のコンセプトは｡

｢ほんとうの意味での『使える百科事典』を目指しまし

た｡どちらかと言うと,西洋の事象に偏りがちな傾向を

改め,日本やアジアのコンテンツを徹底的に重視しまし

た｡また,6万2,000項目に及ぶ本文に,写真や地図,年表,

音声などを加え,相互が密接に絡み合う構造を作り上げ

たのも大きな特徴ですね｡例えば年表や地図上のある部

分をクリックすると,その関連項目やWWW上のさまざ

まなサイトヘ飛ぶように,双方向のリンクを高度な形で

実現しています｡これにより,さまざまな書物や地図,

そして世界中の最新情報を机の上に広げたイメージで,

いつでも直観的に手繰り寄せることができるわけです｡+

一検索機能の特徴は｡
｢漢字･かなのどちらでも検索でき,『00で始まる』･

『00で終わる』という前方一致･後方一致検索も可能で

す｡また,キーワードを入力しての全文検索もスピーデ

ィーで,項目のジャンルや国･地域･人名などの属性に
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頭｢マイぺデイア97/98+では,企業の社史や自社製晶の写真･スペッ

クなどを加えた特別編集版も制作可能｡付加価値の高いギフトとし

て好評を博している｡

暫
嘲『

マルチメディア百科事
典｢マイぺデイア97+

の開発を担当した,株
式会社日立デジタル

平凡社取締役･電

子メディア編集部の

藤井泰文民(右)と日

立製作所情報事業本

部コンテンツビジネス

推進センタの平栗裕

久センタ長(左)｡

よって絞り込む条件検索もできます｡これらすべての場

面で快適なインタフェースを実現できたのは,日立の高

速全文検索システム"Bibliotheca(ビブリオテカ)''の検

索エンジンを活用できたからです｡一度コンテンツデー

タベースを作ってしまえば,それはパッケージだけでな

くネットワークメディアにも簡単に活用できます｡当社

が業界で初めてMacintosh*対応版を出せたのも,

AOL※)でネットワーク百科事典のサービスを開始でき

たのも,日立の優れたデータベース技術があってのこと

プごと思います｡+

◆｢世界大百科事典(CD-ROM版)+を今春に発売

一今後の展開は｡
｢マイぺデイアの中にユーザー独自の事典が作れる『テ

ーマ項目機能』を1998年版ではさらに前面に押し出すほ

か,ビジュアル項目も大幅に拡充します｡また,AOL上

でのネットワーク百科事典も,近い将来チャットができ

るようにして,ユーザーからも情報発信できるようにし

たいですね｡これはたいへんな『ユーザー参画型百科事

典』が出てくる可能性もあるので,とても楽しみなプロ

ジェクトです｡そして,当社最大の目標であった『世界

大百科事典』のCD-ROM版を,いよいよ今年の春に発売

します｡紙では全35巻の内容がCD-ROM2枚に収まるこ

とで,世界中のどこへでも膨大な知識を持ち歩ける-

これはきっと,今年いちばんのビッグニュースになると

思いますよ｡+

※)AO+(アメリカ オンライン):世界最大のインターネット オンライ

ン サービス



業界最大容量の30Mバイトを実現した

コンパクトフラッシュカード

業界最大容量の30M

バイトを実現したコ

ンパクトフラッシュ

カードを開発した,

半導体事業部メモリ

本部メモリシステム

推進室の戸塚隆主任

技師(右)とシステム

開発研究所第6部

601研究ユニットの
常広隆司ユニットリ

ーダ･主任研究員
(左)｡

ディジタルカメラやハンドヘルドパソコンの人気が高

まるにつれ,軽量･小型の電子機器に対応しながら,大

容量怯も備えた小型メモリカードへのニーズが高まって

いる｡そこで,次世代リムーバブル記憶媒体の本命と目

されているコンパクトフラッシュカード(CF)で,業界最

大容量の30Mバイトを実現した｡

◆次世代リムーバブル記憶媒体の本命

-CFは他の小型メモリカードとどこが違うのか｡

｢携静性に優れた切手サイズの大きさに,ハードディス

クのように簡単な取り扱いを可能にするコントローラを

内蔵した唯一のカードなので,機器側の回路構成が単純

化できるのが最大の特徴です｡また,複数のメモリチッ

プを搭載できるため大容量化が図れること,消雪電力が

少ない点も,今後のメモリカードの主流と言われる要素

の一つでしょう｡CFは標準バス仕様を採用しているた

め,パソコン側に専用スロットがなくても,パソコン カ

ード アダプタにセットすれば,そのままPC-ATAカー

ドとしてパソコン カード スロットに入ります｡このた

め,ディジタルカメラからパソコンヘのデータ転送も非

常に効率的に行えます｡+

◆要素技術を独自に備えた強み

一日立製作所がCFで30Mバイトを実現できた技術的背景は｡

｢まず,単品では世界最大クラスの64Mビットのメモ

リチップを量産化できる体制が整っていたこと,そして

♂Wライト
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DRAMのパッケージングにも使われた積層TCP(Tape

CarrierPackage)技術を持っていたことなど,要素技術

をすべて独自に備えていた点が大きなアドバンテージに

なっています｡これにより,従米は3チップ構成だった

コントローラを2チップ化したうえで,空いたスペース

に64Mビットのメモリチップを2段に積層して計4個

搭載し,業界最大容量の30Mバイトを実現しました｡

また,メモリチップに最適なコントローラも独自に生

産しているので,頻繁な書き換えでもメモリを均等に使

って寿命を伸ばす制御技術や,400kバイト/sという書込
み時の高速な転送レートを実現するなど,今回のCFには

日立ならではの最先端技術が盛り込まれています｡+

-30Mバイトが実現する応用範囲の広がりとは｡
｢ディジタルカメラの世界では,現在の標準と言われる

30～40万両素から,より高画質の100万両素へと急激にニ

ーズがシフトしています｡しかし30MバイトのCFがあ

れば,100万画素のファインモードで約100枚,エコノミ

ーなら約1,000枚もの大量撮影(映像収録)が可能です｡ま
た,ハンドヘルドパソコンでもOSやアプリケーションを

そっくり記憶できるので,環境も含めて瞬時に入れ替え

ることが可能です｡+

-今後の展開は｡

｢1998年の早い時期に45MバイトのCFを量産化する

計画が進んでいます｡また,将来的には256Mビットのメ

モリを採用することで,最大180Mバイトもの大容量化

が図れる見通しもつきました｡このクラスなら動画への

対応も可能となり,より応用範囲が広がっていくものと

期待しています｡+

コンパクトフラッシュカード

注:CompactFl∂ShTMは,米国サンディスク社の商標であり,CFA(Compact-

Fl∂ShTMAssociation)へライセンスされています｡日立製作所はCFAの
メンバーです｡
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-98 次世代の半導体製造に対応した
高分解能電子線測長装置の開発

母

半導体の微細化･高集積化が進めば進むほど,集積回

路のパターンは微細化し,観察しにくくなる｡製造プロ

セスの歩留りを高めるには,高分解能による加工形状の

観察と,高精度の寸法管理による評価技術が不可欠であ

る｡そこで日立製作所は,次世代の半導体256Mビット

DRAMの量産化時代にも対応した高分解能電子線測長

装置"S-8840/S-8640''と,この"S-8840''の技術をベー

スとした,300mmウェーハ対応の"S-8C40''を開発した｡

◆256MビットDRAMのプロセス管理に

-従来の高分解能電子線測長装置との違いは｡

｢半導体64MビットDRAMの量産ラインヘの対応は

もとより,次世代の256MビットDRAMの研究･開発に

も適用できる高分解能と測長精度を実現しました｡16M

ビットの時代から64Mビットヘと移行すると,さらに高

集積化が進み,層と層を接続するコンタクトホールが探

さを増します｡このため,深井戸の底をのぞくような結

果となり,従来の装置では十分な観察ができなくなりま

す｡新しい高分解能電子線測長装置シリーズでは,試料

に電子ビームを照射して得られる二次電子を検出するた

めの検出器を増やし,二次電子像の分解能の向上を図り

ました｡+
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高分解能電子線測長装置"S-8840/S-8640”

と,"S-8C40''の開発にあたった,計測器事業

部科学システム本部の大高正主任技師(右)

と森弘義主任技師(左)｡

一便い勝手が良くなった点とは｡

｢ウェーハのステージ移動時間の短縮や自動測定機能

の強化により,時間当たりのウェーハ処理能力を高め,

スループットの50%向上といったコストパフォーマンス

を実現しました｡また,マウスで指示ができるようにす

るなど,操作性の向上を図りました｡同一モニタ上で画

像とデータを同時に見比べながらの確認や分析ができる

など,従来に増して計測結果への信頼感や納得感が得ら

れやすく,見やすい環境を実現しています｡+

◆高集積化とウェーハ大口径化に向けて

-これからの課題は｡

｢進展する半導体製造の微細化･高集積化に対応し,観

察像の高分解能化と測長再現性のいっそうの向上に努め

ます｡また,LSIの大型化に伴い,生産効率の向上の面か

らウェーハの大口径化が進んでおり,1994年のクェーハ

サミットを契機に,300mmウェーハ対応の製造設備標

準化の作業が‾始まっています｡300mmウェーハともな

ると八手による搬送が難しくなり,製造ラインの自動化

がますます進むでしょう｡これら製造ラインのニーズに

こたえるため,スループットの向上,各プロセスパター

ンでの全自助測定の拡大を推進します｡+
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世界初のABWRブランド東京電力株式
会社柏崎刈羽原子力発電所7号機+の完成

Hig川ights

-98

1.光二

ABWRと共に歩んできた,原子力事業部軽水炉第一技術部の西村直哉

主任技師(左),日立工場原子力プラントサービス部プロジ工クトグ

ループの篠原薫統括主任技師(中),同原子力設計部原子炉機器設計
グループの武原秀俊主任技師(右)｡

1997年7月2日,東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発

電所7号機が営業運転を開始した｡前年11月7日から営業

運転を行っている6号機に続くもので,原子力発電設備

の安全性,信頼性,運転性,経済性などを一段と高めた

世界初のABWR(改良型沸騰水炉)プラントとして関係

者の注目を集めている｡原子力発電の新たな時代の訪れ

を物語るものである｡

◆1978年から本格的な研究開発に着手

-ABWR開発までの経緯は｡

｢東京電力株式会社の指導の下で,米国GE社,株式会社

東芝と国際協力で,1978年から本格的な研究開発に着手

しました｡新しい原子炉の概念,要素技術の開発から始

めたわけで,営業運転の開始までに約20年の歳月を要し

ています｡+

一従来型BWRとのいちばん大きな違いは｡

｢安全性,信頼性などの特性のほか,技術的には,従来,

別に設置していた原子炉冷却材再循環ポンプを原子炉に

直接取り付けたRIP(インターナルポンプ),電垂媚区動で

制御棒の徴駆動を可能にしたFMCRD(改良型制御棒駆

動機括),原子炉建屋と一体構造としたRCCV(鉄筋コン

クリート製偵子炉格納容器),完全なディジタル化で操作

性を大きく向上させた中央制御盤などの技術を採用した

ことです｡全体の設備もコンパクトで,135万6,000kWと

出力が20%以上アップしているにもかかわらず,施設そ

のものは110‾方kWの5号機よりも小さくなっています｡+

◆これからの標準原子炉として期待されている

一建設工法の面でも改善があったのでは｡

｢そのとおりです｡建設現場につり上げ容量925tとい

う世界最大級の大型クローラクレーンを持ち込み,6･

7号機では約830tの圧力容器,500tから600tの配管など

をブロック化したものを一度につり込むという新しい工

一題こ≡≡-

ィf.一.三

最先端のディジタル技術を駆使した7号機の中央

制御室

法を採用して,建設工期の大幅な短縮(岩盤検査から営業

運転開始まで約51か月)を実現し,経済性の向上に役立っ

ています｡+

一日立製作所が果たしてきた役割は｡

｢発電所の設備には,大別して原子炉関係とタービン関

係がありますが,私どもは,柏崎刈羽の6号機ではタービ

ン関係(タービンはGE社製),7号機では原子炉関係を担

当しました｡実機の設計,製作,建設は今回が初めてで

すが,20年前からの経験があり,ABWRについては十分

なノウノ､りがあると考えています｡+

一ABWRの今後の見通しは｡

｢台湾での建設が決定し,すでに一部の機器の製作に着

手しています｡また,国内では,ABWRの設置許可申請

手続きに入っている中部電力株式会社浜岡発電所5号

機,北陸電力株式会社志賀発電所2号機のほか,数プラ

ントがABWRの採用を決定しています｡柏崎刈羽には海

外からの見学者も多く,ABWRがこれからの標準原子炉

になるものと期待しています｡+

J◆＼J

＼
＼

閃東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所5,6

(手前から7.6.5号機)

5惑

7号機全景
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ハイライト
Highlights

-98
安全でおいしい水道水を供給して市民¢

健康を守る水道水源水質管理システム

偲
且
血

櫓
凰
劇

このシステムの開発に当たった,日立研究所エネルギー･環

境研究部公共･環境グループの凰傭伊智朗研究員(中),大み

か工場公共システム設計部筒井和雄主任技師(右),同永穏英
明部員(左)｡手前ディスプレイ画面は∴充域環境図による人口
分布を示す｡

天然水やミネラルウオーターの需要が急伸している｡

このことは,単なる好みの問題だけではなく,環境や健

康に対する市民の関心を反映している｡われわれメーカ

ーとしても,田や地方自治体と力を合せて,安全でおい

しい水を供給できるように,いっそう努めなければなら

ない｡今回,水道事業体に納入したシステムはこうした

要請にこたえたもので,水道水源の水質汚濁･汚染管理

に新しい方向を示すものとして注目されている｡

◆効率的に水道水源水質の動向予測調査を行う

-このシステムを開発した目的は｡

｢水道事業体では,このシステムを『水道水源水質将来

動向予測システム』と呼んでいます｡7lく通水源水質の将

来動向予測調査を効率よく行い,広域的な水道水源情報

の管理を面的な広がりで一元管理し,水源管理の高度化

と効率的な運営を図ることを目的としています｡+

-システムの基本的な構成は｡

｢基本的に三つのシステムで構成しています｡一つは,

汚濁負荷予測に関連する汚濁発生源の動向モデル,流達

モデル,流下モデルなどのモデル群をモデルライブラリ

ーとして管理し,これらのモデルを組み合わせて中･長

期の流域水質の予測を行う『水道水源水質劾向予測』,次

が,突発的な事故で汚染物質が河川に流人した場合に,

汚染物質の流下や拡散を推定して,その結果を地理情報

システムのシミュレーション用地図上に表示し,取水の

停止などを指示する『汚染物質流‾Fシミュレーション』,

最後が,以上の予測･推定結果をディスプレイ上に表示

するための『水道水源流域環境図』です｡+

◆ベースとなった地理情報システムの技術

-その涜域環境図の対象範囲は｡

｢水道事業体が取水している複数の水系を対象として

います｡これは,国土地理院の2万5千分の1の地図と

ディジタル道路地図をベースとした流域環境図で,これ

を1km単位のメッシュとし,各メッシュごとに人口,工

業生産高,市街地,農業,下水処理場といった土地の利

用状況などのデータが埋め込まれています｡私どもが長

年手がけてきた地理情報システムの技術を生かしたもの

です｡+

¶開発にあたって特に苦労した点は｡

｢入力データの収集に苦労しました｡また,本来スーパ

ーコンピュータを必要とするほどのデータをワークステ

ーションで運用しているわけで,そのためのシステム開

発もたいへんでした｡+

一今後の課題は｡

｢現在は構築したデータベースを基にオフラインで運

用していますが,各観測点とのネットワークを利用して

水量などのデータがリアルタイムで利用できるようにな

れば,予測の精度はもっと向上します｡ぜひ,そうした

方向へ進めていきたいと考えています｡+

河川水質予測画面 人口分布画面
河川水質の動向予測をビジュアル 人口分布,下水道普及率などのさ

に表示｡ まざまな統計情報を予測条件とし

て取り込んでいる｡
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心磁計測システム

世界初の無侵襲検査
システムによる心臓の

虚血状態診断法を開発

高齢化社会を迎えたわが国では,三大成人病と言われ

るがん,脳疾患,心臓疾患の克服が重要な課題となって

いる｡このため,遺伝子レベルでのがん診断技術をはじ

め,画像装置による形態的診断,分析装置による機能的･

生理的診断など,予防と早期診断のための研究開発を進

めている｡その過程で,筑波大学の臨床医学グループと

共同で,心筋こうそくの前段階の虚血状態を無侵襲(年休

に触れず,注射や薬も使用しない)で診断する,世界初の

検査システムを開発した｡

◆高感度SQUID※)を心臓疾患診断に応用

一今回の診断技術が開発されたきっかけは｡

｢現在,心臓疾患の検査法には心電図によるものと放射

性同位体を用いた核医学検査法がありますが,心電図は

心筋こうそくの診断には有用ですが,その前段階の虚血

症状,つまり心臓に血液を供給する冠状動脈が詰まる症

状の程度を判定するには不十分でした｡また,核医学検

査法も,放射性被ばくのリスクや検査時間の長さから,被

検者への負担が大きいという問題点を抱えていたのです｡

その一方で,1990年に基盤技術研究センターと日立製

作所を含む企業10社の共同出資で設立された『超伝導セ

ンサ研究所』では,生体の微弱な磁場計測を行う目的で

高感度SQUIDの開発を行っていました｡当時,世間一般

では心臓分野では心電図に対抗できるだけの診断装置の

実現は難しいという考えもあり,高感度SQUIDの場合

も,主として脳機能検査への応用に関心が集まっている

状況でした｡しかし私たちは,この高感度SQUIDを脳疾

患と同様に三大成人病の一つである心臓疾患の予防･診

断に応用できないかと考え,筑波大学との共同プロジェ

クトを開始したわけです｡+

◆胎児の心臓疾患を早期に発見することも可能

一装置の特徴と技術的ポイントは｡

｢心臓から発生する微弱な磁場を,高感度センサの

SQUIDがキャッチして,服を着たままわずか数秒で計測

することができます｡従来の測定法では,体表面に垂直

ハイライト
High‖ghts

新心臓疾患診断技術を

開発した,中央研究所

メディカルシステム研

究部の山本悦治部長

(左)と塚田啓二主任研

究員(右)｡

な磁場成分しか測定していませんでしたが,平行な成分

も測定することにより,磁場パターンが心臓内の電流分

布の投射された画像として得られるようになりました｡

これにより,心臓内部の電流分布の時間変化を直接観察

できるようになり,健康な心筋の状態と虚血状態を一目

で区別できるようになったのです｡今までは心電図を読

むにも,医師の経験や勘に頼る部分が多かったのですが,

この装置なら,より多くの医師が正確かつ迅速に診断を

下すことができるようになります｡+

-これからの展開は｡

｢このシステムでは,心筋こうそく以外にも,母親の腹

部の】Lから胎児の心臓疾患を早期に発見できる検査法が

すでに確立しています｡その意味でも,今後は健康診断

や人間ドック向けに大きな需要が期待できるので,まず

は2年後を目標にした製品化を目指したいですね｡また,

この技術は脳機能の解明にも有効で,脳の各部分がどの

ように活動しているかを知ることができるので,脳こう

そくや老人性痴ほうなどの予防･診断にも活用していき

たいと思います｡+

･--‾←､--`●-→ト
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背面

正面

心磁強度分布図(等高線)と心筋内電流分布(矢印)

※)s()∪旧(SuperconductingquantumlnterferenceDevice:超電導量子干渉
素子)

超電導ルーフ0内にジョセ7ソン結合を有する磁気デバイスで,非常に
微弱な磁気に応答する高感度石義気センサ｡
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